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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 市民文化部文化振興局
19315-1 かめやま文化年事業 室名 文化スポーツ室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

③
指
標

施策の方向 02:文化交流の促進 項 社会教育費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 文化振興費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 03:文化芸術の振興 款 教育費

単位

国庫支出金 所要人員 0.40

人
件
費

総人件費 2,929
事業費 579 394 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金 0

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額 0

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

かめやま文化年プロジェクト推進委員会において、次年度からスタートするかめやま文化年2017の実施計
画を策定した。
文化年2014を契機としたラジオ体操の普及活動については、市内団体が主催するイベントに派遣しラジオ
体操の習得と健康づくりに寄与した。

Ｂ
まずまず進んだ

実施計画の策定はできたものの、各事業の詳細を決定するには至らなかった。前回の文化年よりもテーマ数が増え、分
野が多岐に渡るため、市内の各種団体や庁内の関係部署と連携を図る必要がある。

各事業の詳細を早急に決定し、関係団体や部署との調整を行い、各種広報媒体を活用して広く市内外へＰＲする。
文化大使の活動については、かめやま文化年２０１７で行う各事業の中で接点を持てるよう検討を行う。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 2,929

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
○かめやま文化年プロジェクト推進委員会の開催　【7回】
　第1回　7/7(木)　第2回　7/27(水)　第3回　8/31(水)　第4
回　9/21(水)
　第5回　10/20(木)　第6回　11/18(金)　第7回　3/6(月)
○ラジオ体操講師派遣
　　婦人会主催の「なでしこ健康フェスタ」　　参加者　100名
　　亀老連主催の「健康フェスティバル」　　　参加者　45名
○文化大使活動数
　川戸氏　「亀山市民大学キラリ　特別講演会」　10/22
　小嶋氏　「市民ミュージカル　弟橘姫物語」　11/20，1/21
　豊田氏　「豊田清杯（少年野球）」　11/5・6
　寺岡氏　「さいまつコンサート」　12/4

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 文化スポーツ室長　小林  恵太

目
的

概
要

○｢かめやま文化年2017」の実施にむけた企画・立案、事業プロデュース、計画の策定
○ラジオ体操講師派遣
○文化大使講演会等の実施

平成２６年度に実施した「かめやま文化年2014」を踏まえて、かめやま文化年プロジェクト推進委員会を中心に、プロ
ジェクトの進捗を把握するとともに、「かめやま文化年2017」の実施に向けた、企画・立案及び事業プロデュースを行
う。また、「かめやま文化年2014」メイン事業であったラジオ体操について、継続事業として市民への浸透を図る取り
組みを行うとともに、文化大使との連携・協力を深める。

２７年度

総コスト 3,323

一般財源 579 394

2,929 平均給与額×③

実績値
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7
回

2

2
回

4

回 回
③

計画値

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値 2 4

校

計画値

団体

実績値
単位

計画値

名称

補足

かめやま文化年プロジェクト推進委員会の開催数

ラジオ体操講師派遣
ラジオ体操講師を派遣した市内学校数及び団体数

文化大使活動数
文化大使による講演回数

単位


